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宣教学的読解とは何か？

•福音宣教の文脈で聖書を読み直し、改めて
「神学する」ことを目指す。

•他の文脈でなされた神学との比較を通して、
より豊かな聖書理解を目指す。

•福音によって文化的（民俗宗教的）世界観を
聖書的世界観に構造転換することを目指す。



Paul. G. Hiebert
ポール・ヒーバート
批判的文脈化

民俗宗教
儀礼、歌、物語、
音楽、民間信仰、
習慣、芸術など

民俗宗教の
否定と断罪
植民地化

福音は外国のもの
福音の拒否

民俗宗教が隠れて
生き残る 福音の形骸化

民俗宗教の
無批判な受容
文化内開花

キリスト教の民俗
宗教化 福音の形骸化

民俗宗教を
取り扱う
批判的文脈化

民俗宗教の構造転換
福音による世界観の変革



ポール・ヒーバート（Paul. G. Hiebert）
批判的文脈化 （Critical Contextualization)

民俗宗教
儀礼、歌、物語、
音楽、民間信仰、
習慣、芸術など

＊自分の問題
意識と先行研究
によってテーマ
を絞り込む

１．現象
フィールド
ワーク(エス
ノグラフィー)

によって民
俗宗教をあ
りのまま描
写し分析。

２．聖書
聖書の神学
的・歴史的
研究によっ
て、1で描写

化した現象
がどのよう
に聖書に
よって教え
られている
かを研究。

３．評価
現象分析と
聖書研究か
ら、その文
化における
民俗宗教の
その実践に
対して象徴
システムの
機能と意味
を核に評価
する

４．実践
民俗宗教に
対する教会
の扱い方の
変更や、機
能的代替の
提案と実践
によって、構
造変換を
図っていく。



１．現象：
民俗宗教の象徴システム

（儀礼と神話）



Natural Symbols： Explorations in Cosmology
(『象徴としての身体：コスモロジーの探求』）（１９７０）

構造主義の基本的な考え方
世界を2項対立のネットワークで理解。

この考え方を分析に利用するための基本的な枠組
みとして「グリッド（Grid)とグループ（Group)」を提案。

グリッド（Grid)： 分類の網目。
High Grid： 公的な分類。細かい網目。
Low Grid: 私的な分類。荒い網目。

グループ （Group)： 集団の拘束力。
Strong Group: 集団が個人に優先。
Weak Group: 個人が集団に優先。



High Grid
細かい網目

Low Grid
粗い網目

Public
公

Private
私



細かい網目

粗い網目

強
い
集
団

弱
い
集
団



公領域（ソト）

私領域（ウチ）

集
団
的(
オ
モ
テ
）

個
人
的
（ウ
ラ
）



公領域

私領域

個
人
的

日常生活
＜道徳性＞

集
団
的

＜世界観の4領域＞

物語/神話
＜存在の根源＞

民族
＜意味構築＞

霊魂/自己
＜存在の希望＞



属性（Intrinsic)
（自分自身に属する性質を共有する集合）

デ
ジ
タ
ル
（明
確
な
区
別
）

ア
ナ
ロ
グ
（あ
い
ま
い
な
区
別
）

Paul. G. Hiebert
「集合理論」

関係性（Extrinsic)
（自分の外にある存在との関係に基づく集合）

「カジュアル集合」
ある人や物などの存在と
関係があれば、その関係
の強さ・濃さは問わない
でつくられる集合。

「ファジー集合」
ある特定の属性があ
れば、その強さ・濃さ
は問わないでつくら
れる集合。

「中心化集合」
ある人や物などとの関
係が、それを中心として
生きるくらい強く・濃い人
たちの集合。

「境界線集合」
ある特定の属性が一
定以上の強さや濃さ
を共有している人た
ちの集合。



公領域

私領域

個
人
的

カジュアル集合
宇宙との関係

日常生活
道徳性

集
団
的

＜世界観の4領域＞

中心化集合
宇宙との強い関係

物語/神話
存在の根源

境界線集合
濃い存在意識

民族
意味構築

ファジー集合
存在意識

霊魂/自己
存在の希望





公領域

私領域

集
団
的

個
人
的

年中行事
(物語)

大宇宙
の循環

正月

秋祭り

春祭り

盆

不安定

不安定

安定

安定

生
誕

弔い上げ(祖霊化）

結婚

葬
儀

不安定

不安定

安定

安定人生儀礼
(霊魂)

小宇宙
の循環

先祖崇拝
(民族)

呪術
(日常生活)



公領域 関係性

私領域 属性

集
団
的

デ
ジ
タ
ル

個
人
的

ア
ナ
ロ
グ (ファジー集合）

霊魂の循環
人生儀礼(自己証明)

＜霊魂＞

(カジュアル集合）

宇宙の法則
呪術(自己拡張)
＜日常生活＞

(中心化集合）

宇宙の再生
年中行事(祝祭)
＜大きな物語＞

(境界線集合）

民族の聖別
先祖崇拝(仮想現実)

＜民族＞

民俗宗教の基本構造

中心＝
宇宙



公領域

私領域

個
人
的

(存在の希望)
(意味構築)

（存在の根源）（道徳性）

呪術（自己拡張）
宇宙の法則の支配

日常生活
家内安全・商売繁盛・無病息災

人生儀礼（自己証明）
霊魂（小宇宙）の再生と永遠の循環

霊魂
祖霊化・神々になる・生まれ変わり

年中行事（祝祭）
大宇宙の再生と永遠の循環

物語/神話
永遠に続く人類の繁栄と進化

先祖崇拝（仮想現実）
共同体の聖別と「天国・極楽・浄土」

民族
ご先祖様に恥ずかしくない
「家」の繁栄（国家、会社）

集
団
的

＜民俗宗教の世界観構造＞



２．聖書：
聖書世界観の象徴システム

（儀礼と神話）



イエスは彼に言われた。
「『あなたは心を尽くし、いのちを
尽くし、知性を尽くして、あなたの
神、主を愛しなさい。』これが、重
要な第一の戒めです。



『あなたの隣人を自分自身のように
愛しなさい』という第二の戒めも、
それと同じように重要です。



この二つの戒めに律法と預言者
の全体がかかっているのです。」

マタイの福音書22章36-40節（新改訳２０１７）



わたしが律法や預言者を
廃棄するために来た、
と思ってはなりません。
廃棄するためではなく
成就するために来たのです。



わたしはあなたがたに言います。
あなたがたの義が、律法学者や
パリサイ人の義にまさって
いなければ、あなたがたは決して
天の御国に入れません。

マタイの福音書５章17-20節（新改訳２０１７）



主を愛する 共通
テーマ

隣人を愛する

あなたにはわたし以外に、ほか
の神（々）があってはならない。

あなたは自分のために偶像を
造って、礼拝してはならない。

あなたは、あなたの神、主のみ名
をみだりに口にしてはならない。

安息日を覚えて、これを聖なる
日とせよ。



「あなたには、わたし以外に、
ほかの神（々）があってはならない。」



「あなたは自分のために偶像を造って
仕えてはならない。」



「あなたは、あなたの神、主のみ名を
みだりに口にしてはならない。」



「安息日を覚えて、
これを聖なる日とせよ。」



公領域

私領域

個
人
的

カジュアル集合
宇宙との関係

日常生活
道徳性

集
団
的

＜世界観の4領域＞

中心化集合
宇宙との強い関係

物語/神話
存在の根源

境界線集合
濃い存在意識

民族
意味構築

ファジー集合
存在意識

霊魂/自己
存在の希望



公領域

私領域

個
人
的

日常生活

「安息日を覚えてこれを
聖なる日とせよ。」

＜道徳性＞

霊魂/自己

「わたし以外にほかの神々
があってはならない。」

＜存在の希望＞

物語/神話

「自分のために偶像を造っ
て仕えてはならない。」

＜存在の根源＞

民族

「主の御名をみだりに口に
してはならない。」

＜意味構築＞

集
団
的

＜主を愛する＞



公領域

私領域

個
人
的

(存在の希望) (意味構築)

（存在の根源）（道徳性）

主の祈り
イエスの主権による統治

日常生活（神の国）
イエスの御業を体験する人生

バプテスマ
聖霊によって聖別された自己

霊魂（神の像）
イエスの身代わりの死による新生

主日礼拝
創造主による創造と祝福

物語（神の物語）
復活のキリストによる新しい創造

聖餐式
民族の聖化と天の御国

民族（神の民）
嫡男イエスの血によって贖われた民

＜聖書的世界観の構造＞

集
団
的



民俗宗教的世界観 聖書的世界観



公領域

私領域

個
人
的

日常生活（神の国）
＜道徳性：信頼＞

「安息日を覚えてこれ
を聖なる日とせよ。」

霊魂/自己（神の像）
＜存在の希望：聖別＞

「私のほかにほかの神
があってはならない」

物語/神話（神の物語）
＜存在の根源：祝福＞

「自分のために偶像を造っ
て仕えてはならない。」

民族（神の民）
＜意味構築：誠実＞

「主の御名をみだりに口
にしてはならない。」

＜聖書的世界観モデル＞

集
団
的

主
の
祈
り

主
日
礼
拝

バ
プ
テ
ス
マ

聖
餐
式



主を愛する 共通
テーマ

隣人を愛する

聖別

誠実

祝福

信頼

あなたにはわたし以外に、ほか
の神（々）があってはならない。

あなたは自分のために偶像を
造って、礼拝してはならない。

あなたは、あなたの神、主のみ名
をみだりに口にしてはならない。

安息日を覚えて、これを聖なる
日とせよ。

あなたの父と母を敬え。

殺してはならない。
盗んではならない。
姦淫してはならない。

あなたの隣人について、偽り
の証言をしてはならない。

あなたの隣人の家を欲して
はならない。



公領域

私領域

個
人
的

日常生活

「隣人の家を欲しがって
はならない。」

＜道徳性・信頼＞

霊魂/自己
「あなたの父と母を

敬え。」
＜存在の希望・聖別＞

物語/神話
「殺してはならない。
盗んではならない。

姦淫してはならない」
＜存在の根源・祝福＞

民族

「隣人について偽りの証言
をしてはならない。」
＜意味構築・誠実＞

集
団
的

＜隣人を愛する＞

主
の
祈
り

バ
プ
テ
ス
マ

主
日
礼
拝

聖
餐
式



３．評価：
キリスト教版民俗宗教を評価する。



公領域

私領域

個
人
的

(存在の希望)
(意味構築)

（存在の根源）（道徳性）

呪術（自己拡張）
宇宙の法則の支配

日常生活
家内安全・商売繁盛・無病息災

人生儀礼（自己証明）
霊魂（小宇宙）の再生と永遠の循環

霊魂
祖霊化・神々になる・生まれ変わり

年中行事（祝祭）
大宇宙の再生と永遠の循環

物語/神話
永遠に続く人類の繁栄と進化

先祖崇拝（仮想現実）
共同体の聖別と「天国・極楽・浄土」

民族
ご先祖様に恥ずかしくない
「家」の繁栄（国家、会社）

集
団
的

＜民俗宗教の世界観構造＞



公領域

私領域

個
人
的

日常生活

「安息日を覚えないで
働き続けよ。」

＜道徳性：合格＞

霊魂/自己

「あなたは神々の一人に
ならなければならない」
＜存在の希望：権力＞

物語/神話

「自分のために偶像を造っ
て礼拝せよ」

＜存在の根源：繁栄＞

民族

「人前で主のみ名を懸命
に唱えよ。」

＜意味構築：承認＞

集
団
的

呪
術

年
中
行
事

人
生
儀
礼

先
祖
崇
拝

＜神々を愛する＞



主との関係

聖書的世界観
（約束の地）

民俗宗教的世界観
（エジプト）

神々との関係



公領域

私領域

個
人
的

日常生活
＜道徳性：合格＞
人間の計画の推進

「安息日を覚えないで
働き続けよ。」

霊魂/自己
＜存在の希望：権力＞

焦点をリーダーに

「あなたは神々のひと
りにならなければなら

ない。」

物語/神話
＜存在の根源：繁栄＞
プログラムとしての宣教

「自分のために偶像を
造って礼拝せよ。」

民族
＜意味構築：承認＞

教会組織の構築

「人前で主の御名を懸命
に唱えよ。」

＜キリスト教版民俗宗教＞

集
団
的

祈
り
奉
仕

年
中
行
事

人
生
儀
礼

礼
拝

聖
餐



公領域

私領域

個
人
的

日常生活（神の国）
＜道徳性：信頼＞
主の働きへの参画

「安息日を覚えてこれ
を聖なる日とせよ。」

霊魂/自己（神の像）
＜存在の希望：聖別＞

焦点をイエスに

「私のほかにほかの神
があってはならない」

物語/神話（神の物語）
＜存在の根源：祝福＞
主の祝福に招く宣教

「自分のために偶像を造っ
て仕えてはならない。」

民族（神の民）
＜意味構築：誠実＞

牧会の権限移譲

「主の御名をみだりに口
にしてはならない。」

＜聖書的世界観モデル＞

集
団
的

主
の
祈
り

主
日
礼
拝

バ
プ
テ
ス
マ

聖
餐
式



キリスト教版民俗宗教 聖書的キリスト教



主を愛する 共通
テーマ

隣人を愛する

聖別

誠実

祝福

信頼

あなたにはわたし以外に、ほか
の神（々）があってはならない。

あなたは自分のために偶像を
造って、礼拝してはならない。

あなたは、あなたの神、主のみ名
をみだりに口にしてはならない。

安息日を覚えて、これを聖なる
日とせよ。

あなたの父と母を敬え。

殺してはならない。
盗んではならない。
姦淫してはならない。

あなたの隣人について、偽り
の証言をしてはならない。

あなたの隣人の家を欲して
はならない。

＜モーセの十戒の構造＞



神々を愛する 共通
テーマ

自分を愛する

権力

偽善

貪欲

妬み

あなたは神々の一人にならなけ
ればならない。

あなたは自分のために偶像を
造って礼拝せよ。

人前で主のみ名を懸命に唱えよ。

安息日を覚えないで働き続けよ。

自分の存在意義を証明せよ。

殺せ、盗め、姦淫せよ。
（隣人を貪れ。）

あなたの隣人に対して、本当
の自分を見せるな。

あなたの隣人並みの自己
拡張を求めよ

＜モーセの十戒の逆構造＞



公領域

私領域

個
人
的

(存在の希望と霊魂の新生)
(意味構築と教会の聖化)

（道徳性と宇宙の法則）

＜賜物と召命による奉仕＞
ネットワークによる協力

「隣人のものを欲しがって
はならない。」

＜代替可能な自己＞
焦点をイエスに

「あなたの父と母を敬え。」

＜隣人を祝福するリーダー＞
増殖による宣教

「殺してはならない、姦淫しては
ならない、盗んではならない。」

＜万人祭司＞
適用可能な構造

「隣人に偽りの証言をして
はならない。」

＜聖書的モデル：
リーダー編＞

集
団
的

(存在の根源と宇宙の再創造)

信
頼

聖
別 誠

実

祝福



公領域

私領域

個
人
的

(存在の希望と霊魂の循環) (意味構築と教会の聖別)

（道徳性と宇宙の法則）

＜自己拡張のための奉仕＞
教会の序列化

「隣人並みの自己拡張を
求めよ。」

＜代替不可能な自己＞
焦点をリーダーに

「自分の存在意義を
証明せよ。」

＜祭り上げられるリーダー＞
教会の膨張と収縮

「殺せ、姦淫せよ、盗め。
（隣人を貪れ）」

＜リーダーによる組織支配＞
適用不可能な構造

「隣人に対して本当の自分
を見せるな。」

＜民俗宗教モデル：
リーダー編＞

集
団
的

(存在の根源と宇宙の再生)

権
力

貪
欲

偽
善

ね
た
み



約束神学：祝福

創世記11章

選民思想：繁栄

神殿・年中行事

創世記1２章～

イエスの復活・神のことば

ễ ᴝ︠Ṱ
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４．実践：
民俗宗教から福音主義へ

企業構造の変革





責任ある
自由人

幸福な
奴隷

民俗宗教 福音主義



「自由の基盤となりうるものは、
西洋ではキリスト教の人間観し
かない。すなわち、不完全で弱く、
罪深いもの、塵より出て塵に帰す
べきものでありながら、神のかた
ちにつくられ、自らの行為に責任
を持つ者としての人間である。」





1. To honor God in all we do ．
「仕事のすべてにおいて、神のみこころの実現を期すること。」

2. To pursue excellence.
「全ての仕事において、最優秀なものを追求すること。」

3. To help people develop.
「共に働く人々の成長発展を助けること。」

4. To grow profitably.
「適正利潤を確保しつつ会社を成長発展させること。」



公領域：手段としての目標

私領域： 究極の目標

集
団
的

個
人
的

To honor God 
in all we do

仕事のすべてにおい
て、神のみこころの
実現を期すること。

To grow profitably

適正利潤を確保しつ
つ会社を成長発展さ

せること。

To pursue excellence

全ての仕事において、
最優秀なものを追求す

ること。

To help people 
develop

共に働く人々の成長
発展を助けること。

福音
主義



公領域：究極の目標

私領域： 手段としての目標

集
団
的

個
人
的

To honor God 
in all we do

仕事のすべてにおい
て、神のみこころの
実現を期すること。

To grow profitably

適正利潤を確保しつ
つ会社を成長発展さ

せること。

To pursue excellence

全ての仕事において、
最優秀なものを追求す

ること。

To help people 
develop

共に働く人々の成長
発展を助けること。

民俗
宗教
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ドラッカー



公領域

私領域

集
団
的

個
人
的

ⱦַא
４．あなたの成果は何か

＜神の像＞

ͻ ⱦַא
３．顧客にとっての

価値は何か
＜神の国＞

ͯ ⱦַא
１．あなたの使命は何か

＜神の物語＞

ᵤү ⱦַא
２．あなたの顧客は誰か

＜神の民＞

(



公領域：手段としての目標

私領域： 究極の目標

集
団
的

個
人
的

To honor God 
in all we do

仕事のすべてにおい
て、神のみこころの
実現を期すること。

To grow profitably

適正利潤を確保し
つつ会社を成長発

展させること。

To pursue excellence

全ての仕事において、
最優秀なものを追求す

ること。

To help people 
develop

共に働く人々の成長
発展を助けること。

ͻ
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ᵤ
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ⱦ
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ⱦ
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ⱦ
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公領域

私領域

集
団
的

個
人
的

ⱦַא
２．あなたの仕事は何か

＜神々の像＞

ẬῺ ⱦַא
４．あなたの顧客は誰か

顧客にとっての価値は何か
＜神々の国＞

̝ ⱦַא
１．あなたの幻（成果）は何か

＜神々の物語＞

♯– ⱦַא
３．あなたの仲間は誰か

＜神々の民＞



公領域：究極の目標

私領域： 手段としての目標

集
団
的

個
人
的

To honor God 
in all we do

仕事のすべてにおい
て、神のみこころの
実現を期すること。

To grow profitably

適正利潤を確保しつ
つ会社を成長発展さ

せること。

To pursue excellence

全ての仕事において、
最優秀なものを追求す

ること。

To help people 
develop

共に働く人々の成長
発展を助けること。

Ậ
Ὼ

ⱦ
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אַ
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民俗宗教



リーダー：幸福な奴隷 リーダー：責任ある自由人
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